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１ はじめに 
 有機スズ化合物は，防汚塗料や農薬，防腐剤，プラ
スチックの添加剤などに利用されてきた化合物である。
特に，1960年代半ばからは船底防汚塗料や漁網防汚剤
として，船底や漁網などに貝が付着しないよう世界中
で多量に使われてきた。日本では「化学物質の審査及
び製造等の規制に関する法律（以下，化審法。）」に
より使用が規制されているが，世界的にみるとアジア
の発展途上国等多くの国で，現在も有機スズの使用が
規制されていない。海外から有機スズを使った船が日
本に来航することで，いまだに全国各地での汚染が深
刻な状況である。また近年，生物のホルモンの働きを
乱す内分泌攪乱化学物質（環境ホルモン）の一つとさ
れている物質であり，巻き貝類に生殖異常を引き起こ
すことが示されてきている。１），２），３） 川崎市において
は川崎港に多数の外来船が出入りしている４）ことから，
市内河川，海域における有機スズ化合物による汚染濃
度の現状を把握するための調査を行ったのでその結果
を報告する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 方法 
２．１調査地点及び調査日 
 平成10年10月19日に，多摩川３地点，川崎港１４地
点の水質試料及び底質試料を採取した。試料採取地点
を図１－１，図１－２に示す。 
２．２試料採取 
 水質はステンレスバケツにより，海水，河川水の表
層水を船上から採取した。あらかじめ，１Ｍ塩酸－メ
タノール，蒸留水アセトンの順に洗浄した２リットル
の共栓付ガラスビンに採取し，サロゲート物質を加え
て，分析まで冷暗所（４℃）で保存した。 
底質は船上からエックマンバージ型採泥器により，海
底，河川底に堆積している汚泥を採取した。水質試料
と同様の方法で洗浄した広口ガラスビンに入れて密栓
し，分析まで冷暗所で保存した。 
２．３調査項目 
 ジブチルスズ（DBT），トリブチルスズ（TBT），モ
ノフェニルスズ（MPT），ジフェニルスズ（DPT），ト
リフェニルスズ（TPT）の５つの有機スズ化合物につ
いて調査を行った。トリブチルスズとトリフェニルス
ズの構造式を図２に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．４分析方法 
 分析方法のフローチャートを図３に示す。分析は
「環境庁公害防止等調査」委託により北九州市環境科
学研究所の開発した方法５）により行った。 
 GC/MS測定条件は次のとおりである。 
使用機種：日本電子Atomass 50Ⅱ 
カラム：J&W DB-5ms30mX0.25mmφ，0.25μm 
カラム温度：160℃(2min)→20℃/min→130℃→ 
     10℃/min→210℃→5℃/min→300℃(2min) 
キャリヤ－ガス：He,1ml/min 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注入法：スプリットレス 注入量：1μl 
注入口温度：290℃ インターフェース温度：280℃ 
イオン源温度：230℃ イオン化エネルギー：70eV 
 定量限界値は，MPT：0.011, DTP:0020，DBT:0.0066，
TBT：0.0090，TPT：0.0022 ug/mlであった。 
 
 

 

 



 

 

３ 結果及び考察 
  本調査で検出された各有機スズ化合物の検出濃度を
表１に示す。水質試料ではTPT, DPTは検出されておら
ず，水質の最高値は地点No.3でのDBT0.046ug/lであっ
た。水質におけるDBTは，No.3以外では，運河よりも
外側の川崎港沖の地点（地点No.7  No.11  No.13）で
高い値で検出された。このことは外航船舶の影響であ
ると推測される。有機スズ化合物の使用を規制してい
ない諸外国かたも大きな船舶が多数来航しており，そ
の船底塗料からの溶出が考えられる。船底塗料として
の有機スズの使用規制の国際的な取り組みが必要であ
ろう。 
  底質試料においては，ほとんど全ての有機スズ化合
物が川崎港から検出された。河川の底質においてはほ
とんど検出されていない（地点No.16,17）。底質にお
ける最高濃度は，地点No.３（川崎港内 夜光運河
先）でTBTが1.2ug/g・dryであった。地点No.10(京浜
運河千鳥町)においても同様に高い値でTBT0.76ug/g・
dryが検出された。底質では水質とは対照的に，運河
の外の川崎港沖での検出濃度は低かった。底質におい
ては川崎港内の調査地点No.3とNo.10で有機スズ化合
物が高い値を示しており，過去に使用した有機スズの
蓄積がみられているものと思われる。わが国において
化審法により有機スズの使用が禁止された後も，実際
に環境が改善されるまでには年月を要する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  「多摩川及び川崎港における水質中有機スズ濃度分
布」を図４に，「川崎港における底質中有機スズ濃度
分布」を図５に示した。 
 なお，全国調査による有機スズ化合物の検出範囲と
本調査の検出範囲を表２に示した。環境庁による化学
物質に関する環境調査の結果６）では，水質におけるDB
Tの最高検出濃度は0.017ug/lであり，底質におけるTB
Tの最高検出濃度は0.730ug/g･dry である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

環境省が昭和60年より実施している有機スズ化合物
の環境調査のうち，平成３年～10年(全国36地点)の水
質，底質のTBTとTPTについての調査結果を表3に示し
た。6) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 調査結果については，「トリブチルスズ化合物は環
境中に広範囲に残留しており，その汚染レベルは底質
においては概ね横ばい，生物及び底質において，横ば
いないし改善の傾向にある。現在の汚染レベルが特に
危険な状況にあるとは考えられないが，引き続き環境
汚染対策を推進するとともに環境汚染状況を監視して
いく必要がある。トリフェニルスズ化合物は，環境中
に広範囲に残留しており，その汚染レベルは，近年で
は水質については改善，生物及び底質については横ば
いの傾向にある。現在のトリフェニルスズ化合物の生
産状況を考慮すれば，汚染状況は更に改善されていく
ものと期待されるが，今後も引き続き，環境汚染対策
を推進するとともに環境汚染状況を監視していく必要
がある。」と評価している。 
 
５ まとめ 
 川崎市内の河川や海域での有機スズ化合物による汚
染実態を把握するために，川崎港14地点，多摩川３地
点の水質および底質について，ジブチルスズ（DBT），
トリブチルスズ（TBT），モノフェニルスズ（MPT），
ジフェニルスズ(DPT)，トリフェニルスズ（TPT）の調
査を行った。その結果，水質においては多くの有機ス
ズが不検出であったが，底質においては上記全ての有
機スズが検出された。なお，最高値は，水質がDBTの0.
046ug/l，底質がTBTの1.2ug/g･dry であり，いずれも
川崎港内夜光運河先において検出された。今後も有機
スズ化合物の環境汚染状況を監視していく必要がある
と思われる。 
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